
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１６日（木）から１８日（土）の３日間、本校で清心フェスティバルを開催しました。今年のテーマは、子

どもたちの投票により、「未来へ向かって歩こう」になりました。 

１日目と２日目は、小学部、中学部、高等部の子どもたちが日頃学習してきたこと、できるようになったこと

などを発表しました。会場全体も皆で応援したり、拍手をしたりして温かい雰囲気の中で発表をすることがで

きました。最後まで一生懸命やり切った姿、声を出し、笑顔に溢れた姿、友だちの発表を応援する姿など、一

人一人のキラキラした姿をたくさん見ることができました。子どもたちの成長を感じることができた発表になり

ました。 

３日目は、販売会やゲームコーナーなどの催し物がありました。高等部の作業班は「カラフルレインボー」と

して、ビニール袋のパーツを組み合わせて世界に一つだけのオリジナル製品を作り、自分たちで販売会を行

いました。他にも PTA の「カフェつぼみ」、事業所の「ポレポレ」「こだま」が出店して盛り上げてくださいまし

た。 

また、３日間を通して、子どもたちが制作した作品の展示がありました。子どもたちの個性あふれる素敵な

作品を子どもたち同士で見合ったり、保護者の方々に見ていただいたりしました。 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

10月29日（水） 秋晴れのもと、住民の方との生馬公民館の環

境整備作業に出かけました。生馬地区社会福祉協議会会長さん

の掛け声で作業開始。グループに分かれて挨拶を交わすと、６月の

ボッチャ交流会で顔を合わせた方々もいらっしゃり、子どもたちもリ

ラックス。靴箱や窓、長机の拭き掃除では、自分たちの手の届くとこ

ろを精一杯拭き上げました。公民館長さんが手入れされている花壇に

は、小学部の子ども達が地域の方と手を添えあって春に咲く花の苗を

植え付けました。また、集められた落ち葉の運搬も繰り返しがんばって

いました。 

天候にも恵まれ、子どもたちも頑張って取り組み満足感や達成感を

感じていました。なにより、地域の方と楽しそうに活動している表情が多

く見られ、地域の方との交流の積み重ねの大切さを感じました。春、花

壇の花が咲いたらみんなで見に来ようと公民館を後にしました。 
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今月は、「清心フェスティバル」についてお伝えします。ホームページでは、松江清心養護

学校の行事や授業の様子等が分かる写真を掲載していますので、ぜひご覧ください。 

清心フェスティバル 

生馬公民館をきれいにしよう 


